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講演をする神谷氏

男女共同参画セミナー

ふれあい昼食会

昼食を楽しむ参加者

中友さんの指導を受ける保育士の皆さん

きんちゃんのうた振付講習会

まちの
話題話題話題

　2月18日、総合社会教育センターで男女共同参画サテライトセミナーが開催
されました。（公財）あいち男女共同参画財団との共催により行われ、今回は名古
屋市の中央卸売市場内にある中部水産株式会社より魚の伝道師「おさかなマイス
ター」の神谷友成氏を講師に招き、「魚から学ぼう！日本の食文化を見直そう！第
一話」と題した講演を行いました。
　男女計67名の方が参加し、講演中は○×クイズやかまぼこの試食などを通し
て、五感を使って魚の魅力を知ることができました。参加者からは「食べやすい
魚（内臓の有無、骨の位置について）を選ぶなど工夫次第で魚を食べる機会を増
やせると感じた。」という感想を伺えました。

　2月27日、総合福祉センターで、市社会福祉協議会
による「ふれあい昼食会」が行われました。今回は約
260名が参加され、民生委員の皆さんによる手作りの
お弁当が準備されました。
　桜保育所の所児によるレクリエーションでは所児た
ちとふれあい、また、後半のビンゴゲームも盛り上がっ
ており、参加者はとても楽しいひとときを過ごされま
した。

　3月2日、総合社会教育センターで、「きんちゃんのうた」
の振付講習会があり、市内の保育士31名が参加しました。
　講習会には、「きんちゃんのうた」の作詞作曲を手掛け
た、弥富市広報大使のやとみまたはちさんと劇団アルク
シアター所属の中友さんを講師にお招きしました。
　「きんちゃんのうた」は、歌詞にあわせて手足を大きく
動かすマーチング調の振付となっており、振付指導では、
保育士の皆さんは、熱心に耳を傾け、中友さんの動きに
合わせて体を動かしていました。覚えた振付は、各保育
所などに戻って、参加できなかった保育士や各保育所な
どの子どもたちに広めていくとのことです。

　このコーナーでは、市民の皆さんが撮影したまちの話題、自然・風景、地域の活動などを掲載していきます。

「金魚の風見鶏」には、驚きだがね～
弥富ふるさとガイドボランティア

投稿！！ こんな ○○あったがねー♪♪ さあ、
投稿しよう！

消防団観閲式

放水訓練の様子

教材を受け取る十四山西部小学校余郷教頭（左） 

　3月5日、弥富市消防団観閲式が行われ、部隊訓練、
実践訓練、分列行進などが実施されました。松岡団
長の指揮の下、日頃の訓練の成果が披露され、3年
ぶりに実施された部隊訓練では、宇佐美副団長の号
令のもと一糸乱れぬ行進が行われました。市の消防・
防災の要として、ますますの活躍が期待される消防
団として素晴らしい観閲式が行われました。  
   
   
   
   
   

理科教材贈呈
　木曽岬メガソーラー㈱（丸紅㈱の子会社）より、市内の
全小学校へ理科の学習教材（ケース付LEDランプアダプ
ター８個組）の贈呈がありました。これは、2015年より
愛知県と丸紅㈱が進めている木曽岬干拓地でのメガソー
ラー発電とそれに伴う弥富市を含む関係市町を対象とし
た環境教育による地域活性化の取り組みとして行われて
いるものです。
　3月10日に、十四山西部小学校、十四山東部小学校、
17日に、その他の小学校に、木曽岬メガソーラー㈱の関
係者が訪れました。木曽岬メガソーラー㈱取締役の田中
氏は、「次世代を担う子どもたちへのプレゼントとして贈
呈させていただきたい」と、思いを述べられました。

　平島のとある、喫茶店の屋根の上に珍しくも貴重な金魚の風見鶏が日
夜風向きを道行く人に知らせております。屋根や船のマストなどに設置
された矢羽根のある風向計、風向きが天候と関係の深いことからウェ
ザーコックとも呼ばれ、平島の金魚の里の景観づくりに一役買っており
ます。ぜひ一度は平島の風見鶏を見に来てください。

▼対　　象　市内に在住、在勤、在学の方
▼応募方法　郵送の場合は写真の裏面か別紙、また、Ｅメールの場合はメー

ル本文に次の事項を書いて送付してください。
タイトル（18字程度）、写真の説明・エピソード（100字程度）
住所・氏名・年齢・電話番号・Ｅメールアドレス

▼応募条件
・応募者本人が撮影した作品に限ります。
・被写体に関する肖像権は、応募者の責任において了解が得られるものと
します。また著作権は、市に帰属します。

・写真は、解像度300万画素以上（目安）で撮影されていること、記録方式
はＪＰＥＧを推奨します。

・写真は返却いたしません。
・地区名と氏名または団体名を掲載します（匿名不可）。
▼送 付 先
○郵便　〒498－8501　市役所秘書企画課広報やとみ
　　　　　　　　　　　「こんな○○あったがねー」係宛
○Ｅメール　koho@city.yatomi.lg.jp
  市役所秘書企画課（内線223）

～こんな○○のご応募お待ちしております～
○○には、「こと」や「もの」、「ひと」などが入り、テーマは自由です。
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